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まち・暮らしにおけるQoL向上の取り組みF E A T U R E D  A R T I C L E S

Happiness Planet
経営方針を従業員と共に推進するための支援技術
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経営者は企業の未来のために経営方針を立て推進するが，それを発信するだけでは従業員に
浸透しない。なぜなら，従業員の現在の業務と経営方針の間には必ずギャップがあるため，自
分ごととして行動することが難しいためである。
日立は，経営方針の達成に必要な要件を，方針のブレークダウン，従業員の前向きな参画，リ
スクモニタリングの3点にあると考え，ソリューションとして「Happiness Planet」を開発した。これ
は，従業員向けスマートフォンアプリと管理職向けのWebアプリケーションから構成されるもので，
これまでに83社4,300名以上が参加した公開PoCで効果を確認しており，今後は法人向けに広
く提供していく予定である。

1. はじめに

コロナ禍を契機として世界の経済，政治，価値基準は
大きく変わりつつある。このような先の見えない状況の
中で，多くの企業はリモートワークへの転換，注力商品
の変更，流通経路の変更などの経営方針の転換を行って
いる。これら企業という大きな船の舵を切る経営者に対
して，現場は柔軟かつ迅速に追従する組織であることが
求められる。そのためには，トップダウンの経営方針の
明確化と，従業員によるボトムアップの行動との両立が
必要となる。前者のみの指示待ち・縦割りの組織では柔
軟な対応ができず，後者のみでは社会の変化速度に追い
つけないためである。つまり，経営者が提示する経営方
針を従業員がいち早く理解し，現場知識に基づいて適切

な行動を自ら探索・判断・実行する組織であることが望
ましい。
日立は，トップダウンとボトムアップのハイブリッド
による経営方針の推進アプローチを，従業員の前向きな
参画を必須とするという特徴から「ハピネスマネジメン
ト」と名付けて提案する。本稿では，ハピネスマネジメ
ントのアプローチと，それに必要な機能を備えたソ
リューション「Happiness Planet」の機能について述べ，
適用実績を紹介する。

2. ハピネスマネジメント

ハピネスマネジメントに必要な要件は，方針のブレー
クダウン，従業員の前向きな参画，リスクモニタリング
の3点であると考える。特に，従業員が働きがいを感じ
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る状態で方針にアラインして，毎日の業務を能動的に進
めることが経営方針実現の成否を分けるカギとなる。本
章では，働く人のハピネスについて従来研究を踏まえて
整理し，次にハピネスマネジメントのアプローチについ
て述べる。

2.1

働く人のハピネス

初めに，働く人の望ましい状態，つまり働きがいを感
じている状態とはどう表せるか，働きがいの指標・構成
要素を整理する（図1参照）。
一つ目は，一人ひとりが持つ前向きな心のエネルギー
を指す「心の資本」である。これは，自信やモチベーショ
ンなどの自分に関する前向きな認識を指すものであり，
米国の経営学者フレッド・ルーサンスらによって提案さ
れた指標である。心の資本が高い従業員から成る企業は
業績が高いことが確認されている1）。
二つ目は，同僚との信頼できる関係性を指す「心理的
安全性」である。意見や不安を自由に発言できる関係で
あることを示すものであり，Google LLC の社内調査に
おいて，成果を挙げている組織に共通する特性であっ
た2）。さらにわれわれの研究により，身体の動きに表れ
る特徴が周囲の人とのポジティブな関係性を表すことを
確認しており3）,4），「ハピネス関係度」と名付けたその指
標は心理的安全性を定量的に示すものであると言える。
最後に三つ目は「経営方針とのアライン」であり，自
分の仕事が所属する組織の未来に貢献しているという実
感を持つことである。
これら三つのいずれかが欠けると人は働きがいを感じ
にくくなり，ひいては生産性低下や離職につながり得る。
これを働く人のハピネスとし，従業員のハピネスを維持

してマネジメントを行うことがハピネスマネジメントの
必要条件となる。

2.2

ハピネスマネジメントのアプローチ

トップダウンとボトムアップの流れの組み合わせに
よって経営方針を推進する，ハピネスマネジメントの流
れを図2に示す。簡単にするため，階層を経営層，管理
職（中間管理職），従業員の三層とした。
まず，経営層が示した経営方針を，管理職が各職場課
題に合わせた組織テーマにブレークダウンする。そして
従業員は毎朝，組織テーマに沿った形で自由にアクショ
ンを選び実行する。さらに，従業員はアプリを用いて自
分が実行するアクションを毎日選択し，さらにハピネス
関係度の計測を行う。これらの記録は管理職に自動的に
報告され，従業員への個別支援や表彰の判断材料として
活用される。さらに重要な点は，現場からの情報を用い
て経営層が経営方針達成のための残課題を分析し，現場
を支援するための予算・人財の再配分といった意思決定
に反映することである。これにより，経営方針がいつの
間にか立ち消えになるような事態を防ぎ，現場事情に即
したやり方で実現されるようになる。
本アプローチの特徴は，（1）従業員が自らアクション
を選択すること，（2）管理職や経営層に現場の課題や
ニーズを伝達する仕組みをITによって実現することの
二点である。
（1）について，アクションとはその日の仕事をどのよ
うに行うかという方向性を明示するものである。例えば，
「同僚に笑顔であいさつする」といった簡単なものから
「海外展開を想定して顧客に提案する」といった高難易度
のものまであり得るが，従業員が自分のやるべき仕事と

きっと私はできるという
前向きな心

前向きな心
自信・モチベーション

会社の未来に私の仕事が
貢献しているという実感

エンゲージメント・やりがい

私はチームに受け入れ
られているという安心感

信頼・率直

心の資本
信頼できる関係

心理的安全性

ビジョンの共有

経営方針との
アライン

図1｜ 働く人のハピネス
従来研究を総合し，働きがいを感じている状態とは，
前向きな心を持ち，信頼できる関係性の中で，組織
のビジョンを共有できている状態であると考える。従
業員がこの状態を維持できるようにマネジメントを行
うことが必要である。
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して認識している毎日の業務の方向性を，組織テーマに
沿う形で解釈し直して言語化したものがアクションであ
る。従来のマネジメントでは，業務内容は上司に指示さ
れる前提となっていることが多い。しかし，現場の事情
を最もよく知るのは従業員自身である。また，従業員の
内発的な動機に基づく行動の方が熱心に実行されやす
い。そのため，従業員は自分の判断でどのように業務を
行うかを決定することが望ましい。一方で，経営方針の
転換は旧来の業務の前提が変わることであるため，現場
に一時的なゆがみをもたらすこともあり，ストレスリス
クやコミュニケーション不全リスクも上昇する。そのた
め，従業員の状況や関心をモニタリングしながら適宜支
援を提供することが必要であり，従業員のアクションの
方向性がテーマから大きく逸れたときに軌道修正するこ
と，表彰などによって従業員を激励すること，そしてモ
ニタリングによりリスクが高まった際に個別に支援する
ことが管理職の役割となる。
さらに（2）について，従業員がアプリで入力したも
のは，現場の状況を知らせる非常に価値のある情報であ
る。従来，従業員アンケートや満足度調査などを行って
いる企業は多いが，年に一度程度の間隔では後付けの解
釈しかできず，経営方針達成に反映することが困難であ
る。ITを使うことで従業員の毎日の記録をモニタリング
情報として迅速に活用できるようになる。
これらのように，ハピネスマネジメントにおいては従

業員の前向きな参画がカギとなり，迅速かつ柔軟・確実
な経営方針の実現が期待できる。
ハピネスマネジメントを適用する経営方針としては，

「新人のオンボーディング」や「顧客視点での営業の横連
携」など多様なものがあるが，図2に「リモートワーク
中心の働き方への転換」という経営方針に適用する場合
の事例を併記した。コロナ禍により日立もリモートワー
クを大幅に適用することを決定した5）。オフィスに出勤
するスタイルからリモートワーク中心の働き方へ強制的
に変わらざるを得なかったが，現場の従業員・管理職は
混乱しつつも新しい習慣に適応していった。具体的な例
として，当事者としての事情を踏まえたストーリーを以
下に紹介する。なお，分かりやすさを考慮し一部に架空
の内容を含む。

2.3

具体例

経営方針を受けてリモートワークに転換した後，現場
の従業員からは先輩に相談するタイミングが分からな
い，業務分担が偏っている気がするという課題が挙げら
れた。これは雑談などを通して自然に伝わっていた調子
の良し悪しやちょっとした不安などの報・連・相に満た
ない些細な情報がチーム内で共有されなくなってしまっ
たからではないかと仮説を立て，組織テーマを「毎日の
プチ報・連・相をしよう」に設定した。そして従業員は

新人育成に従業員の関心大， 
サポート部門でハピネス低下

グループウェアの導入， 
サポート部門の人員増強

アクション集計による達成度確認， 
従業員の関心を理解

管理ツールによる
高リスク者 ・ 組織の抽出

ユニークな活動をした
従業員を表彰

悩みを聞き， 
業務分担を変更

「今日の計画 ： 新人向け勉強会を開く」
「今日の体調 ： 少し寝不足です」

「毎日のプチ報 ・ 連 ・ 相をしよう」

チーム内コミュニケーション減少

例）リモートワーク中心の
働き方への転換経営層

管理職

従業員

経営方針の策定

現場課題を調査

組織テーマに
ブレークダウン

毎日のアクション
選択 ・ 共有 ・ 実行 ハピネス関係度計測

毎日の業務として実施

個別支援 表彰

残課題分析

達成度モニタリング

ハピネスモニタリング

予算 ・ 人材の
再配分

図2｜ ハピネスマネジメントのアプローチ
本アプローチの特徴は，トップダウンとボトムアップの流れが組み合わされている点である。従業員一人ひとりが毎日の自分の仕事と組織テーマを意識して自発的にアク
ションを選択し，実行することがカギとなる。これにより，経営方針が組織の隅 に々行き渡り，各現場事情に即したやり方で実現される。
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毎朝，今日のやりたい仕事の計画を宣言する，体調を伝
える，おもしろかった本を紹介するといった項目をアプ
リ上のアクションの選択肢から選び，雑談に相当するコ
メントを入力する。これによってチームの心理的安全性
を高め，互いに相談しやすい風土を作ろうという狙いで
ある。併せてモニタリングのために，スマートフォンを
ポケットに入れてハピネス関係度計測を行う。これらの
記録を集計したものが管理職や経営層に報告され，高リ
スク者や組織の早期発見，現場ニーズの理解と支援のた
めに役立てられる。

3. Happiness Planet

Happiness Planetはハピネスマネジメントを支援する
ソリューションである。本章ではそのアプリケーション
について述べる。

3.1

従業員向けアプリケーション

従業員が情報入力・閲覧のために用いるアプリケー
ションを図3に示す6）。経営方針に沿った組織のテーマが
画面上部に大きく表示され，毎朝自分の一日の業務を思
い浮かべながらやりたいアクションを選択する。アプリ

の設計指針として「働く人のハピネス」を向上すること
を狙いとしており，アプリ内ポイント獲得やメンバー間
のコメントの共有，匿名での感謝の受け渡し機能などを
備え，継続的な利用によって心の資本やチームの心理的
安全性の向上効果が期待できる。また，ハピネス関係度
計測機能により，毎日の自分のハピネス関係度を確認で
きる。個人の計測値は本人のみにフィードバックし，管
理職や経営層向けには組織単位や選択されたアクション
単位での集計結果を提示する。

3.2

管理職向け管理ツール

管理職が職場の状態を確認するための管理ツール（PC
ブラウザ上で動くWebアプリケーション）の画面例を
図4に示す。心理的天気図は従業員の置かれた状況を数
値化し，ストレスリスクを天気情報に模して表示するも
のである。先に述べたとおり，ハピネス関係度は本人の
主観的なハピネスではなく，周囲の人との関係性のポジ
ティブさを示すものである。それを応用し，関係の深い
複数の同僚のハピネス関係度を統計的に集計すると，本
人が置かれた状況のポジティブさを数値で示すことがで
きる。その集計結果を晴れ／曇り／雨の天気のシンボル
に置き換えて表示する。またその時系列変化をグラフ表
示することにより，状況が悪化している部下をいち早く

選んだアクションを
タイムライン上で共有

今日のアクションを宣言，
アプリ内ポイント獲得

組織テーマに沿った
アクションをリストから選択

スマホをポケットに入れて計測，
アクションの実施効果をフィードバック

新しいチームを立ち上げよう

新人のオンボーディングプログラム

計測を始める

人数

150 10

ちょっとだけ違う場
所で仕事をやってみ
る

緊張する状況でもブ
レずに進む。これに
より先が見えなくと
も前進できる。

チーム

新しいチームを立ち上げよう

新人のオンボーディングプログラム

人数

150 10
チーム

ビジョンに向かって 前向きに 共感を育む ハピネス関係度計測

タイムライン

経営方針との
アライン

心理的安全性
向上

心の資本
向上

客観指標による
フィードバック

人工知能の応用事例を調査する

周りの動きを全身で感じて進める

チャレンジを実行しました。
メモが入ります。メモが入…

松本 ハピネス温度
Lv.39

Hanako

海賊王になる！

Lv.25

ネゴシエーター

計測時間 1h 30m

おすすめ度（ハピネス効果）

（125件中）
50%

4%
15%

6%
20%

★5
★4
★3
★2
★1

宣言数 134

前回比

コハピポイント124
報告：とりあえずWebでの調査に着手した。次は人に聞きに行
こう。

報告：新商品のアイディアについて、朝のすっきりした頭で考えて
みる。メールを読むのはそのあとに！

チームのために手伝えることを探す
新しいチャレンジを投稿しました。

Yuji
Lv.39

新しいアイディアを朝一番に考える
チャレンジを宣言しました。

Kathy Tucker 40分前

活動

全員 チーム

ログ チャレンジ プログラム

30分前

30分前

Lv.39

日立たろ
Lv.39

こんな時にオススメ：
・視野を広げたいとき
・行き詰まってアイディアが出なくなってしまったとき

一日
自分
で語

人が集まり知恵が交
わる機会を生かす

働き始めた今だから
全体を見渡す

後輩
ミニ
取る

図3｜Happiness Planet アプリケーション
実際の従業員向けのスマートフォンアプリケーション画面を示す。毎日のアクションの選択・共有・実行報告が容易にでき，「働く人のハピネス」を向上するための基
本機能を搭載している。加速度センサーを利用したハピネス関係度計測によるフィードバック機能も付いている。
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見つけることができる。
また，図5の組織のハピネス特性マップは，図1の働く
人のハピネスのうち相互比較可能な2項目「心の資本」と
「心理的安全性」を両軸とし，組織の特性を相対的に可視
化したものである。2項目がともに高い組織は，個人の
前向きな心と信頼できる関係性が両立しており，新しい
課題にも挑戦的に向き合える望ましい心理状態であると
言える。また，図5の右図は，部ごとに経営方針（リモー
トワーク）の導入前後の変化を図示した場合の例である。
急な経営方針の転換は特定の従業員や部署に負担をかけ

てしまいやすい。この例では財務部や総務部において左
下向きの望ましくない方向に変化しており，優先的な支
援が必要であると気付くことができる。

4. 適用実績

これまでに，Happiness Planetアプリを用いた働き方
改革に関する公開PoC（Proof of Concept）を行い，83
社約4,300名が利用し，心の資本の向上効果を確認し

？

Happiness Planet for Managers

ログイン中

氏名（登録名簿順）▼ 周辺のお天気▼ 変化▼

データ ： 2020/1/8（水）時点

 2020年1月8日（水）

＊周辺の人のハピネス関係度（本人を除く過去2週間の平均値）
たなまり
田中 真理子

すずき
鈴木 千尋

Hayashi
林 隆弘

つだ
津田 智之

まつたろ
松田 太郎

松田 太郎

くろべえ
黒田 安枝

オペレーター
本人
エクスプローラー

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
2020年　1月

1 2 3 4 5 6
6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

9.5

10.0

7 8

鈴木 千尋
ムードメーカー
津田 智之

ネゴシエーター
高田 真帆

バランサー
佐々木 優

未回答
勝田 久

8.8°H

8.1°H

8.1°H
7.2°H
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図4｜管理ツール　心理的天気図
従業員の置かれた状況を天気に模して表示する。業務上多く関わっている人々のハピネス関係度データを集計し，周囲との関係性がポジティブな場合には「晴れ」，
ネガティブな場合には「雨」と表示される。これによって支援が必要な部下を早く見つけることができる。

個人は前向きな心を持っているが，
周囲との信頼関係が築けていない
「不安」な心理状態。

個人が前向きな心を持っておらず，
周囲との信頼関係も築けていない
「無力」な心理状態。

周囲との信頼関係は築けてい
るが，個人が前向きな心を持っ
ていない「受動」の心理状態。

リモートワーク導入前

リモートワーク導入後

他社

自身が前向きな心を持っており，
かつ周囲との信頼関係は築けてい
る，物事に「挑戦」できる心理状態。
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図5｜管理ツール　組織のハピネス特性マップ
「心の資本」と「心理的安全性」を両軸とし，匿名の他社データと重ね合わせて表示したものである。右上の「挑戦」の領域に向かって変化することが望ましい。
経営方針の推進過程において支援が必要な部署を早く見つけることができる。
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た7）。図2に示したとおり，経営方針の成否を握るカギは
従業員の前向きな参画にかかっているが，PoCの結果，
参加者の過半数が「楽しかった」と回答しており6），本
アプリはゲーム的な表現や参加者どうしの緩やかな連携
を促す機能によって従業員の前向きな参画を引き出すこ
とに成功していると考える。さらに数社において，法人
向けサービスとして経営方針推進のための適用を開始し
ており，新人のオンボーディング，営業力強化などを目
的として活用されている。また，2020年7月に株式会社
ハピネスプラネットを新設し，さらにサービス提供を拡
大していく計画である8）。

5. おわりに

本稿では，経営方針推進のためのトップダウンとボト
ムアップを組み合わせたアプローチを提案した。このア
プローチの特徴は，従業員が働きがいを感じる状態で前
向きに経営方針の実行に参画することである。そのため
に必要な機能を有するソリューションHappiness Planet
を開発し，従業員向けのアプリケーションと管理職向け
の管理ツールを紹介した。大きな変化の渦中で働くすべ
ての人々が働きがいを持って力を発揮できる社会の実現
のため，引き続き事業展開を進めていく。
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